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神戸市役所センター合唱団創立 60 周年記念委嘱作品 
信長貴富 作曲 作詩/栗原寛、覚和歌子、いずみ凜、宮本益光 

二部合唱のためのソング集 
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は
れ
ば
れ
と

歌
を 

う
た
お
う 

こ
の

空
を
彩
る

虹
の
橋
わ
た
る
た
め 

 

 
指  揮：山本収(神戸市役所センター合唱団常任指揮者)  

町田百々子(女声コーラスゆずり葉常任指揮者) 

増田健一(須磨ニュータウン少年少女合唱団指揮者) 
ピ ア ノ：井上由子(神戸市役所センター合唱団常任ピアニスト) 

       阪田みゆき(女声コーラスゆずり葉常任ピアニスト) 

       大西のり子(「人よ、うたを思い出せ」) 

       佐藤亜衣(「きみ歌えよ』、『夕焼け」) 

合  唱：神戸市役所センター合唱団 

     「人よ、うたを思い出せ」をうたう合唱団 

     とんだばやし混声合唱団有志 

     信長貴富の指揮でうたう合唱団 

     「群青・すこしずつ」をうたう合唱団 

     女声アンサンブル KIPLYU 

     女声コーラスゆずり葉 

和 太 鼓：太鼓衆団輪田鼓 
 

 

第１ステージ 

神戸市役所センター合唱団 

『昨日よりも優しくなりたい』『スタートライン』 

『なぜですか』『うた』『いのちの歌』 
女声アンサンブル KIPLYU 『広い河の岸辺』 

女声コーラスゆずり葉  『むかし子供達は』『祈り』 
 

第２ステージ 

太鼓衆団輪田鼓 『友愛の鐘』 
 

第３ステージ 

兵庫のうたごえ合同 

 
 

群青・すこしずつをうたう合唱団 『群青』『すこしずつ』 
 

第４ステージ 「人よ、うたを思い出せ」

『信長貴富スペシャルトーク』(進行／田中嘉治) 

 信長貴富指揮 『きみ歌えよ』『夕焼け』 

  松野迅ヴァイオリン 『鳥の歌』 
 
二部合唱のためのソング集「人よ、うたを思い出せ」 

『かぎりない理由のためにうたう歌』『なぜ』  

『鳥は』『人よ、うたを思い出せ』 
 

※プログラムが一部変更になる場合があります。 

２０２３年１１月２６日［日］開場 13:30 開演 14:00 

神戸新聞松方ホール（ＪＲ神戸駅南に徒歩５分） 

 一般               ：3,000 円  
大学生・高校生         ：2,000 円  
小・中学生・障がい者    ：1,500 円 
※全席自由。未就学児の入場はお断りします。当日各々３００円増 

 
料 金 

 

神戸市役所センター合唱団：078-672-1015  

神戸国際会館プレイガイド ：078-230-3300 

 

 チケット 

取り扱い 

後援 （順不同）／神戸市・神戸市教育委員会・（公財）神戸市民文化振興財団・神戸新聞社・読売新聞神戸総局・        
朝日新聞神戸総局・毎日新聞神戸支局・サンテレビジョン・関西合唱連盟・兵庫県合唱連盟 

主催・お問合せ先／神戸市役所センター合唱団 

 

〒652-0882 神戸市兵庫区芦原通 2-1-23 TEL 078-672-1015 FAX 078-672-1014 kobe@center-choir.jp 

 

 

 

特別ゲスト 信長貴富・松野迅(ヴァイオリン) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

混声合唱とピアノのために「生きてる」(詩/小泉𠮷宏 曲/新実徳英)初演 

新実徳英指揮で歌う市民合唱団員募集!! 
 

神戸市役所センター合唱団創立６０周年記念委嘱作品２  

公演日◆会場 ２０２４年４月２８日（日）開演１４時  神戸新聞松方ホール 

 ■練 習 曲 Aコース混声合唱とピアノのための「生きてる」1曲＋Bコース 2曲 

         Bコース 「昨日よりも優しくなりたい」、「聞こえる」 

         Cコース 「群青」、「つぶてソング」より 1曲 

■練習日時 Aコース ２０２4/1/24（水）１９時～２１時開講 以下水曜日又は日曜日 計１6回 

           Bコース 8回、Cコース 5回 詳細は事務局まで。  

■練習会場 神戸音楽センター会館 3Fコーラスホール 

■練習体制 指揮／増田健一 ピアノ／井上由子 

■参 加 費 Aコース 月額５,０００円 入団費／２,０００円(楽譜代別) 

■特別練習 ２３年４月 14日(日)14:00～(指導/新実先生)※別途参加費が必要です 

■お申込み・お問合せ／神戸市役所センター合唱団 

     TEL０７８-６７２-１０１５ FAX０７８-６７２-１０１４ e-mail:kobe@center-hoir.jp   
 
 
 

 新実徳英 
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 人よ、うたを思い出せ 

 

 
 

神戸市役所センター合唱団は本年創立６０周年を迎えました。団では、これを記念して昨年から２０２４年にかけての３年間を記念イヤーとし

て６０の記念事業を展開することといたしました。その核となる記念演奏会を、昨年はＰＡＲＴ１として木下牧子さんをゲストに「いのちの木

を植える」を、本年はＰＡＲＴ２として、２４年のＰＡＲＴ３では池辺晋一郎さんの指揮により混声合唱組曲「悪魔の飽食」、以上３回にわたって

開催いたします。本年は信長貴富さんの委嘱作品第３弾となる作品『人よ、うたを思い出せ』を、作曲者の信長貴富さんを迎えて本邦初演い

たします。 

今作品は、信長先生自らの委嘱で「人はなぜ歌うのか」をテーマに著名な４人の詩人の方々に詩を書き下ろしていただいたものを二部合唱

として氏に作曲していただいた４つのソング集です。この作品の中にある１節 

『ゆるぎない歌をうたおう  きのうきょうあすを貫く道さがすため  ひたむきな歌をうたおう 

かくされた世界の謎を解きあかすため  はればれと歌をうたおう  この空を彩る虹の橋わたるため   

いつの日も歌をうたおう  かけがえのない歌をうたおう』 

この歌詞に込められた想い…それはわたしたちうたごえの想いとも強く重なるのです。 

 

 

 

 

ステージでは信長先生の指揮で「きみ歌えよ」、「夕焼け」もお贈りいたします。 

誰もが口ずさんで歌える歌ですが、 

編成は二部合唱で、 

 

 

ています。 推定年齢３千年の屋久島「縄文杉」から市井の苗木に至るまで木には不思議な生命力があります。「木

はいのちのシンボル、木を植えることは命を 知ることにつながる」。谷川氏は文中でこう語っています。風、心、

平和、いのち、見えないけれど存在するもの。音楽はそれを見せてくれるのです。 

 
 

信長貴富 １９９４年上智大学文学部教育学科卒業。主な受賞歴：1994､95､99年朝日作曲賞（合唱曲）。 

１９９８年奏楽堂日本歌曲コンクール作曲部門第１位。２０００年現音作曲新人賞入選（室内楽曲）。２００１年日本音楽コン

クール作曲部門（室内楽曲）第２位等を受賞。多数の合唱曲の他に、《信長貴富歌曲集》《こどものためのピアノ曲集 スタ

ートダッシュ》、近年ではオーケストラや器楽アンサンブルを伴う合唱作品や、合唱のためのシアターピースも多く手がけ

ている。主な作品に《新しい歌》、《マリンバ協奏曲 混戦するドルフィン・ソナー》、《オペラ 山と海猫》、《オペラ ルドル

フとイッパイアッテナ》等がある。 

 

神戸市役所センター合唱団 １９６３年１１月神戸市役所に勤める若者が中心と        

なって創立。平和で健康な音楽を多くの人々に広げることを目的に掲げ、人々の願いや要求を                      

音楽の源泉とした音楽演奏・教育・創作活を展開している。８４年の『悪魔の飽食』（原詩／森村

誠一、編詩／池辺晋一郎・神戸市役所センター合唱団、作曲／池辺晋一朗）９６年４月の阪神大

震災鎮魂組曲『１９９５年１月１７日』（同）の制作・初演をはじめ、これまで日本の音楽界を代表 

する三枝成彰氏、青島広志氏、新実徳英氏、木下牧子氏、信長貴富氏など多くの専門家に委嘱し新作を次々と発表するなど意欲的な活動を繰

り広げている。東北被災地支援のため１１年５月、１２年３月と２年続けて宮城県南三陸町で避難所コンサート、１周年復興祈念コンサートを行

いこれまで１００回を越える鎮魂組曲の演奏を行ってきた。１６年は戦没画学生の遺作を蒐集している「無言館」をテーマに混声合唱組曲「こわ

してはいけない」（詩／窪島誠一郎、曲／池辺晋一郎）、１８年は５５年記念委嘱作品として平和への想いをさり気ないメツセージで描いた混声

合唱曲集「あれは風だったのですか」（詩／門倉詇、曲／信長貴富）を初演、好評を博す。これまで合唱団の震災からの立ち上がりを綴った『炎

と涙の底から－鎮魂と再生のハーモニー－』と合唱・和太鼓・笑いで描くうたごえワールド『ビジョンの狩人』をクリエイツかもがわから上梓。９

６年神戸 文化活動功労賞受賞。０１年関西合唱連盟・長井賞を受賞。 

 


